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地
域
の
話
題

和
地
校
区

地
域
で
で
き
る
災
害
時
の
対
応

巨
大
地
震
を
想
定
し
、応
急
給
水
活
動
を

「
共
助
」で
行
う
地
震
防
災
訓
練
を
行
っ
た

和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

断
水
被
害
に
備
え
て

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
域
的
な
断
水

被
害
報
道
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

人
が
生
き
て
い
く
上
で
、
水
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
和
地
校
区
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
は

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
巨
大
地
震
の
発
生

を
想
定
し
た
断
水
被
害
に
備
え
る
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

地
域
・
企
業
で
助
け
合
う
「
共
助
」

　

９
月
３
日
（
木
）
午
後
、
和
地
町
の
土

田
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
愛
知
県
企

業
庁
、
田
原
市
、
田
原
市
上
下
水
道
工
事

業
協
同
組
合
、
愛
知
水
道
協
会
、
和
地
校

区
（
和
地
・
一
色
・
土
田
各
自
治
会
と
老

人
会
な
ど
）
が
共
同
で
、
応
急
給
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
や
市
の
職
員
に
よ
り
、
国
道
42
号
に

あ
る
県
送
水
管
の
応
急
給
水
支
援
設
備
に

給
水
ホ
ー
ス
を
設
置
。
緊
急
の
給
水
栓
や

補
水
し
た
給
水
車
か
ら
の
給
水
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
中
、
見
慣
れ

な
い
器
具
な
ど
を
使
用
し
た
訓
練
で
あ
り

ま
し
た
が
、
県
・
市
・
水
道
業
者
と
協
力
・

連
携
し
、
各
自
手
際
よ
く
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
水
の
大
切
さ
を
改

め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
応
急
給
水
拠

点
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
や
市
が
行
う
災
害
対
策
に

も
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

防
災
フ
ァ
イ
ル
の
利
用

　

和
地
校
区
で
は
、
校
区
全
域
の
地
震
・

津
波
避
難
マ
ッ
プ
や
避
難
所
生
活
の
心

得
、
災
害
に
対
す
る
備
え
な
ど
の
資
料

を
入
れ
た
防
災
フ
ァ
イ
ル
を
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で
学

ん
だ
手
順
も
フ
ァ
イ
ル
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
ま
す
。

和
を
持
っ
た
地
区

　

和
地
校
区
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る「
自
助
」、地
域･

企
業
で
助
け
合
う「
共

助
」、
公
的
機
関
に
よ
る
「
公
助
」
の
連

携
の
中
で
災
害
対
応
力
の
強
化
に
努
め
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
事
態
が
起
こ
っ
て
も
地

域
の
み
ん
な
で
協
力
し
、
和
を
も
っ
て
対

応
で
き
る
連
携
力
の
強
い
校
区
で
す
。
今

後
も
「
こ
こ
に
い
れ
ば
安
心
」「
こ
こ
に

住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り

を
さ
ら
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲小雨の中でしたが、47名が訓練に参加しました▲国道42号にある応急給水支援設備での訓練の様子
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